
ン
ジ
か
ら
は
雄
大
な
只
見
川
を
眺
め
ら
れ
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
も「
川
が
キ
ラ
キ
ラ
し
て
い
る
！
」

と
目
を
輝
か
せ
ま
す
。

初
め
に
シ
ア
タ
ー
ホ
ー
ル
で
、大
型
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
映
像
に
よ
る
水
力
発
電
の
仕
組
み
や
奥

会
津
の
美
し
い
自
然
と
人
と
の
暮
ら
し
を
学
習

し
ま
す
。
水
力
発
電
は
、高
い
位
置
に
あ
る
水

を
低
い
位
置
に
落
と
す
際
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
水

車
を
回
し
、発
電
す
る
仕
組
み
で
す
。
全
長
約

1
4
5
㎞
の
只
見
川
に
は
東
北
電
力
の
水
力
発

電
所
だ
け
で
も
7
つ
あ
り
、東
北
電
力
の
水
力

発
電
総
出
力
の
約
3
割
を
占
め
て
い
る
と
の
こ

と
。
奥
会
津
地
域
が
全
国
で
も
有
数
の
水
力
電

源
地
帯
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

次
に
、12
人
の
作
家
が
そ
れ
ぞ
れ
の
手
法
で

只
見
川
の
魅
力
や
暮
ら
し
、水
力
発
電
を
表
現

し
た
作
品
を
展
示
す
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
見
学
。

東
北
電
力
初
代
会
長
・
白
洲
次
郎
氏
に
関
す
る

資
料
や
、模
型
な
ど
を
使
っ
て
体
感
的
に
水
力

発
電
を
学
べ
る
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
し
た
。

再
び
バ
ス
に
乗
り
、次
は
柳
津
町
に
あ
る「
東

北
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
株
式
会
社 

柳
津
西
山
地

熱
発
電
所
」へ
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
一

つ
、地
熱
発
電
を
学
び
ま
す
。

ま
ず
は「
P
R
館
」で
ガ
イ
ド
の
方
か
ら
地

熱
発
電
の
仕
組
み
を
教
わ
り
ま
し
た
。

こ
の
あ
た
り
は
私
た
ち
も
大
好
き
な
温

泉
が
豊
富
で
、
は
る
か
昔
に
は
火
山
活
動
が

活
発
だ
っ
た
一
帯
で
す
。
地
下
1
5
0
0
〜

2
6
0
0
m
ほ
ど
掘
り
、マ
グ
マ
だ
ま
り
で
高

温
に
な
っ
た
蒸
気（
2
0
0
〜
3
0
0
℃
）を
汲

み
出
し
、そ
の
蒸
気
で
タ
ー
ビ
ン
を
回
し
て
発

電
し
ま
す
。
蒸
気
と
分
離
さ
れ
た
熱
水
は
冷
却

塔
で
冷
や
し
て
、ま
た
地
中
へ
戻
さ
れ
ま
す
。

私
た
ち
に
身
近
な
発
電
方
法
と
も
言
え
る

地
熱
発
電
の
メ
リ
ッ
ト
は
天
候
の
影
響
を
受
け

に
く
く
安
定
的
に
発
電
で
き
、C
O

2
排
出
量

も
少
な
く
環
境
へ
の
負
荷
が
少
な
い
こ
と
。
火

力
発
電
と
似
た
仕
組
み
な
が
ら
、ボ
イ
ラ
ー
が

不
要
な
の
で
、無
人
で
稼
働
で
き
る
こ
と
も
利

点
で
す
。
一
方
、定
期
的
に
大
規
模
な
機
械
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

館
内
の
展
示
を
見
学
後
、発
電
所
の
内
部
へ
。

タ
ー
ビ
ン
と
発
電
機
の
あ
る「
タ
ー
ビ
ン
フ
ロ

ア
」は
巨
大
な
空
間
で
す
。「
な
ん
で
こ
ん
な
に

広
い
の
？
」
と
い
う
疑
問
に
、「
4
年
に
一
度
、

あ
の
大
き
な
機
械
を
ク
レ
ー
ン
で
分
解
し
て
点

検
す
る
た
め
、こ
れ
だ
け
の
広
さ
と
天
井
の
高

さ
が
必
要
な
ん
だ
よ
」と
ガ
イ
ド
の
方
が
説
明

し
て
く
れ
ま
し
た
。
自
分
た
ち
の
体
ほ
ど
も
あ

る
大
き
さ
の
部
品
を
見
て
、興
奮
気
味
の
子
ど

も
た
ち
。
写
真
を
撮
っ
た
り
パ
ネ
ル
の
説
明
を

じ
っ
く
り
読
ん
だ
り
と
、知
的
好
奇
心
が
刺
激

さ
れ
た
よ
う
で
し
た
。

他
に
も
、十
割
そ
ば
や
会
津
名
物
の
ソ
ー
ス

カ
ツ
丼
を
味
わ
っ
た
り
、「
福
満
虚
空
藏
菩
薩 

霊
巌
山 

圓
藏
寺（
会
津
柳
津
虚
空
蔵
尊
）」に
立

ち
寄
っ
た
り
と
、地
域
の
魅
力
も
体
験
。
帰
り

の
バ
ス
車
内
で
は
1
日
に
数
本
し
か
走
っ
て
い

な
い
J
R
只
見
線
車
両
に
遭
遇
し
、最
後
ま
で

笑
顔
の
絶
え
な
い
ツ
ア
ー
と
な
り
ま
し
た
。

2
0
2
5
年
7
月
31
日
、雲
一
つ
な
い
夏
空

の
下
、宮
城
県
・
福
島
県
か
ら
集
ま
っ
た
5
組
の

親
子
と
と
も
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
見
学
バ
ス
ツ
ア
ー

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
郡
山
駅
か
ら
大
型
バ

ス
に
乗
り
込
み
、目
指
す
は
奥
会
津
方
面
。
車

内
で
は
、事
前
に
配
布
さ
れ
た
学
習
B
O
O
K

や
D
V
D
を
見
な
が
ら
、「
日
本
は
エ
ネ
ル
ギ
ー

自
給
率
が
他
国
と
比
べ
て
低
い
水
準
に
あ
る
こ

と
」「
日
本
の
電
気
の
約
7
割
は
火
力
発
電
で
作

ら
れ
て
お
り
、燃
料
は
主
に
輸
入
に
頼
っ
て
い

る
こ
と
」「
温
室
効
果
ガ
ス
を
排
出
せ
ず
、自
然

の
力
を
利
用
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
注

目
さ
れ
て
い
る
こ
と
」「
発
電
方
法
に
は
そ
れ
ぞ

れ
に
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、複
数

の
発
電
方
法
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
組
み
合
わ
せ
る

『
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
』
の
考
え
方
が
重
要

な
こ
と
」な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
は
い
ろ
い
ろ
な

種
類
が
あ
る
ん
だ
ね
」「
太
陽
光
発
電
は
な
ん
と

な
く
分
か
る
け
ど
…
そ
の
他
の
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
は
ど
う
や
っ
て
発
電
す
る
ん
だ
ろ
う
」

な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
疑
問
が
湧
き
始
め
た
と
こ

ろ
で
到
着
し
た
の
は
、福
島
県
金
山
町
に
あ
る

「
東
北
電
力
奥
会
津
水
力
館 

み
お
里
」で
す
。

2
0
2
0
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た「
み
お
里
」

の
館
内
は
木
の
優
し
い
香
り
に
包
ま
れ
、ラ
ウ

今
回
は
水
力
と
地
熱
の
施
設
へ

見
学
か
ら
学
べ
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
！

日
本
有
数
の
水
力
電
源
地
帯
に

オ
ー
プ
ン
し
た「
み
お
里
」を
見
学

柳
津
西
山
地
熱
発
電
所
で

巨
大
な
機
械
に
感
動
！

親子で学ぶ！

エネルギー見学バスツアー
－体験レポート－

当会HPよりご覧いただけます

参加者のInstagram投稿

地域情報
サイト

（宮城・福島・
　 山形・新潟）

YouTubeの
ショート動画

●  水力発電の良さは、地形を生かし、自然と共存し、燃料を燃やすことなく、
人々の暮らしを乱さずにエネルギーを生み出せることだと感じました。

●  何万年前に爆発した火山のエネルギーが生活を支えてくれていることを
知って驚きました。マグマの熱を電気に変換する技術にも感動しました。

●  発電の仕組みについて私自身も知らないことが多く、興味深かったし、
大人も勉強になり楽しめる施設でした。

●  エネルギーミックスの一番良い組み合わせは、難しい課題だと感じました。
環境を守ることと便利さのバランスを考えてみようと思います。

●  子どもたちが福島県に自然の力を活かした施設があると知ることができ
てよかったと思います。「自分の目で見た」ことが大きな経験に、そして
学びにつながるのではないでしょうか。

参加した親子の声

当会では、私たちの生活を支える
大切な「エネルギー」についてより理解を深めてもらうため、
今回で3回目となる親子を対象としたエネルギー施設の

見学バスツアーを開催しました。
当日は、5組10名の親子の皆さんにご参加いただき、

発電所の見学や地域の魅力を体験。
笑顔あふれるバスツアーの様子をご紹介します。

ツアーのツアーの様子を各媒体で紹介中！様子を各媒体で紹介中！
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